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学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

１ 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

（１）学生確保の見通し 

１）定員充足の見込み 

総合医薬学研究科は，現在の医学薬学教育部修士課程及び博士前期課程からの改組に

より設置する研究科であり，入学者の属性についても基本的には改組前の組織とほぼ同

じとなることを想定している。そのため，総合医薬学研究科の入学定員は，改組元となる

医学薬学教育部修士課程及び博士前期課程の各専攻の入学定員の実績を踏まえて，66名

（プログラムごとの募集人数は表１）に設定した。 

なお，令和４年度４月に，本研究科と理工学研究科との連係により，研究科等連係課程

実施基本組織「医薬理工学環」を設置予定であるが，研究科等連係課程実施基本組織の収

容定員は，連係協力研究科等の収容定員の内数とする必要があることから，医薬理工学環

に対しては，本研究科から８名の入学定員を拠出する。 

 

表１ 総合医薬学研究科総合医薬学専攻 プログラム別の募集人数 

プログラム名 募集人数 

先端医科学プログラム ６ 

看護科学プログラム ８ 

基礎薬学プログラム 44 

医薬理工学環への拠出分 ８ 

総計 66 

 

①学内学生に対するアンケート結果，②学外の入学が見込まれる者へのアンケート結

果，③学外からの入学者の実績，④改組前の組織全体の入学者の実績・充足状況の４つの

観点から総合的に判断すると，⑤総合医薬学研究科総合医薬学専攻の定員充足の見込みの

とおり本研究科の入学定員66名（関係する研究科等連係課程実施基本組織への拠出する入

学定員を含む）は，充足できる見込みである。 

 

 ①学内学生に対するアンケート結果 

本研究科が設置された際にストレートで入学することが見込まれる本学の４年制学士

課程の３年次の学生（令和３年１月時点）を中心にアンケートを実施した結果，総合医薬

学研究科の各プログラムに「ぜひ進学したい」と回答した人数は，先端医科学プログラム

１名，看護科学プログラム２名，基礎薬学プログラム38名相当である。 
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 ②学外の入学が見込まれる者へのアンケート結果 

本研究科の改組元である医学薬学教育部（医学領域）は，先端医科学プログラム及び看

護科学プログラムの基盤となる組織であり，外部からの入学者が比較的多く，年によって

も変動があるため，病院のコメディカルスタッフ，病院看護師，医療系専門学校生を対象

にアンケートを実施した。アンケートの結果，「ぜひ入学したい」と回答した人数は，先

端医科学プログラムで11名，看護科学プログラムで6名ある。 

 

 ③学外からの入学者の実績 

本研究科の改組元である医学薬学教育部(修士課程医科学専攻及び博士前期課程看護学

専攻)の学外からの入学者の実績は，平成28年度から令和２年度の５年間の平均で９名と

なっている。このうち，社会人特別入試による入学者は平成28年度から令和２年度の５年

間の平均で２名，外国人留学生は医科学専攻において平成28年度から令和２年度の５年

間の平均で約１.2名である。 

薬科学専攻においては，留学生7.8名を含む，8.2名（５年間平均）を受け入れている。 

 

④改組前の組織全体の入学者の実績 

本研究科の改組元である医学薬学教育部（修士課程，博士前期課程）の入学者について

は，平成28年度から令和２年度の５年間の平均で66名（入学定員66名）である。 

 

⑤総合医薬学研究科総合医薬学専攻の定員充足の見込み 

  総合医薬学研究科総合医薬学専攻の定員充足の見込みに係る調査を踏まえ，定員確保

の想定人数は以下のとおりである。看護科学プログラムは募集人員と確保予定数が同数

ではあるが，別途「令和４～９年を目安に入学したい」と回答している者が９名いること

を踏まえると，充足に問題はないと考えられる。また，総合医薬学研究科は，現在の医学

薬学教育部修士課程及び博士前期課程からの改組により設置する研究科であり，入学者

の属性についても基本的には改組前の組織とほぼ同じとなることを想定していることか

ら，本研究科設置後の募集人員は，医学薬学教育部の入学者の実績からみても充足可能な

水準で定員設定である考えられる。 

 先端医科学プログラム【募集人員：６名】は13名（AⅠ+BⅠ） 

 看護科学プログラム【募集人員：８名】は８名（AⅡ+BⅡ） 

基礎薬学プログラム【募集人員：44名】は46.2名（AⅢ+BⅢ） 

 

 A学内学生に対するアンケート結果 

先端医科学プログラム １名・・・AⅠ 

看護科学プログラム  ２名・・・AⅡ 

基礎薬学プログラム  38名・・・AⅢ 
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 B学外の入学が見込まれる者へのアンケート結果 

先端医科学プログラム 12名・・・BⅠ 

看護科学プログラム  ６名（他９名が「令和４～９年を目安に入学したい」と回答） 

・・・BⅡ 

 B学外からの入学者の実績 

基礎薬学プログラム  8.2名・・・BⅢ 

 

２）定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

 ①学内学生に対するアンケート結果 

本研究科が設置された際にストレートで入学することが見込まれる本学の４年制学士

課程の３年次の学生（令和３年１月時点）を中心に，オンラインによる説明会を実施の上，

併せてアンケートを実施した（資料１）。 

アンケートへの回答は，全部で1,575件あり，うち1,250件が４年制学部の３年次の学生

である。さらに，３年次の学生のうち，「本学⼤学院（修士，博士前期）への進学を考え

ている」と回答した学生は360名であり，総合医薬学研究科の下に置く各プログラムに「ぜ

ひ進学したい」と回答した者の数は，次のとおりである。 

 

  先端医科学プログラム １名 

  看護科学プログラム  ２名 

  基礎薬学プログラム ３６名 

     合計     ３９名 

 

なお，今回の全学的な⼤学院改組では，２つ以上の研究科の緊密な連係による研究科等

連係課程実施基本組織を設置する構想としており，連係元の研究科と研究科等連係課程

実施基本組織との間で，はっきりと決めきれない学生が出ることが想定されたため「㉑ど

のプログラム・研究科連係課程にするか迷っている」の選択肢を設け，具体的な組合せを

回答させている。この回答を選択した場合は，組合せの内容を按分してそれぞれのプログ

ラム等に加算した。按分したものを加算した結果は，次のとおりである。 

 

  先端医科学プログラム １名 

  看護科学プログラム  ２名 

  基礎薬学プログラム ３８名 

     合計     ４１名 

 

  上記から，総合医薬学研究科における各プログラムの募集人員を踏まえると，先端医科

学プログラムの16.7％（募集人員6名），看護科学プログラムの25％（募集人員8名），基

礎薬学プログラムの86.4％（募集人員４４名）を，本学学士課程からの進学者により充
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足することが可能と考えられる。これに学外からの入学見込み者を加え，入学定員を確

保できる見込みである。 

 

 

②学外の入学が見込まれる者へのアンケート結果 

ア．コメディカルスタッフ（先端医科学プログラム）へのアンケート調査 

先端医科学プログラムに関し，富山県内の公的病院 24 機関のコメディカルスタッフに対

しアンケート調査を実施し，375 名（アンケート送付数 1,490 名 回答率 25.2％）から回答

を得た（資料２）。 

 

【調査結果(抄)】 

問３．あなたの職業について教えてください。 

 
 

 

問８．構想中の「総合医薬学研究科先端医科学プログラム」への入学についてお尋ね

します。次の中から当てはまるものを１つ選んでください。 

 
 

4, 1%

79, 21%

52, 14%

24, 6%
90, 24%

40, 11%

86, 23%

看護師 保健師 助産師 検査技師 理学療法士

作業療法士 放射線技師 臨床工学士 その他

11, 4%
23, 9%

25, 9%

78, 

29%

131, 

49%

入学したい

将来的に入学を検討したい

入学したいが経済的な理由で難しい

入学したいが時間的な制約で難しい

入学は希望しない

 回答数 割合 

検査技師 79 21％ 

理学療法士 52 14％ 

作業療法士 24 6％ 

放射線技師 90 24％ 

臨床工学士 40 11％ 

その他 90 24％ 

 回答数 割合 

入学したい 11 4％ 

将来的に入学を 

検討したい 

23 9％ 

入学したいが 

経済的な理由で難しい 

25 9％ 

入学したいが 

時間的な制約で難しい 

78 29％ 

入学は希望しない 131 49％ 
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 富山県内の公的病院 24 機関に対し実施した，コメディカルスタッフへのアンケート

調査の結果，検査技師，理学療法士，作業療法士，放射線技師，臨床工学士など幅広

い職種から回答を得た。回答のあった３７５名のうち，「先端医科学プログラムに入学

したい」と回答した者は１１名おり，また，将来的に入学を検討したいとする層や入

学を希望するものの経済的理由で難しいとする層などが一定数存在しており，本学と

しての支援体制充実等により進学を促す余地があると考えている。 

 

イ．リハビリテーション系専門学校生（先端医科学プログラム）へのアンケート調査 

先端医科学プログラムに関し，富山県内のリハビリテーション系の専門学校の在学生

（アンケート送付数 530）に対しアンケート調査を行い，70 名（アンケート送付数 530 名 

回答率 13.2％）から回答を得た（資料３）。 

 

【調査結果(抄)】 

問４．あなたは自らの知識や技術・能力を高めるために⼤学院に入学することについ

てどのように考えていますか。次の中から 1 つ選んでください。 

 

リハビリテーション系の専門学校の在学生に対して実施したアンケート調査においては，

「先端医科学プログラムに入学したい」と回答した者は１名のみであるが，「機会があれば

入学したい」とする層が一定数いる他，「将来，必要を感じた場合に入学を考える」と回答

した者が，回答者全体の41％にものぼっている状況にある。これらの層は，まずは就職して

現場を支える理学療法士や作業療法士として従事した後，更なるスキルアップを図るため

に将来的に入学を検討する層であると考えられ，本学として学ぶことのできる内容等情報

提供や支援体制充実等により進学を促す余地があると考えている。 

 

  回答数 割合 

入学したい 1 1％ 

機会があれば入学したい 8 12％ 

将来，必要を感じた場合

に入学を考える 

31 41％ 

⼤学院で特定の科目のみ

受講したい 

0 0％ 

わからない 12 17％ 

将来的にも⼤学院入学に

は興味がない 

18 26％ 

その他 0 0％ 

1, 1% 8, 12%

31, 44%
12, 17%

18, 26%

入学したい

機会があれば入学したい

将来、必要を感じた場合に入学を考える

⼤学院で特定の科目のみ受講したい

わからない

将来的にも⼤学院入学には興味がない
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ウ．看護職員（看護科学プログラム）へのアンケート調査 

看護科学プログラムに関し，富山県内の公的病院のうち看護職員数が100名以上の17の医

療機関に勤務する看護師等の看護職（送付数5,960）及び富山県内の看護系の⼤学，専門学

校に勤務する教員（送付数20）に対しアンケートを実施し，1,410名（送付数5,980名 回答

率23.6％）から回答を得た（資料４）。 

 

【調査結果(抄)】 

問２．あなたの年齢について教えてください。 

  

 
 

問３．あなたの職業について教えてください。 

 

 
 

  

5, 0%

339, 

24%

328, 

23%

404, 

29%

334, 

24%

20歳未満 20歳代 30歳代

40歳代 50歳以上

1299, 

92%

24, 2%

83, 6%

4, 0%

看護師 保健師 助産師

看護教員 その他

 回答数 割合 

20 歳未満 5 0％ 

20 歳代 339 24％ 

30 歳代 328 23％ 

40 歳代 404 29％ 

50 歳以上 334 24％ 

 回答数 割合 

看護師 1,299 92％ 

保健師 24 2％ 

助産師 83 6％ 

看護教員 0 0％ 

その他 4 0％ 
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問５．あなたは自らの知識や技術・能力を高めるために⼤学院に入学することについ

てどのように考えていますか。次の中から 1 つ選んでください。 

 
 

 

問８．構想中の「総合医薬学研究科看護科学プログラム」への入学についてお尋ねし

ます。次の中から当てはまるものを１つ選んでください。 

 

30, 2% 200, 

14%

220, 

16%

82, 6%

184, 13%

652, 

46%

42, 3%

入学したい

機会があれば入学したい

将来、必要を感じた場合に入学を考える

⼤学院で特定の科目のみ受講したい

わからない

将来的にも⼤学院入学には興味がない

その他

6, 1%
9, 1%

95, 

13%

77, 

10%

123, 16%

60, 8%

390, 

51%

令和４年４月にぜひ入学したい

令和４～９年を目安に入学したい

将来的に入学を検討したい

入学したいが経済的な理由で難しい

入学したいが時間的な制約で難しい

入学したいが時間的な職場からの許可を得に

くいため難しい
入学は希望しない

 回答数 割合 

入学したい 30 2％ 

機会があれば入学し

たい 

200 14％ 

将来，必要を感じた

場合に入学を考える 

220 16％ 

⼤学院で特定の科目

のみ受講したい 

82 6％ 

わからない 184 13％ 

将来的にも⼤学院入

学には興味がない 

652 46％ 

その他 42 3％ 

 回答数 割合 

令和４年４月にぜひ入

学したい 

6 1％ 

令和４～９年を目安に

入学したい 

9 1％ 

将来的に入学を検討し

たい 

95 13％ 

入学したいが経済的な

理由で難しい 

77 10％ 

入学したいが時間的な

制約で難しい 

123 16％ 

入学したいが時間的な

職場からの許可を得に

くいため難しい 

60 8％ 

入学は希望しない 388 51％ 
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富山県内公的病院における看護師及び富山県内の看護系の⼤学，専門学校に勤務する教

員に対し実施した，看護科学プログラムに係るアンケート調査の結果，看護師，保健師，

助産師等から回答を得た。回答のあった1,410名のうち，「看護科学プログラムに入学し

たい」と回答した者は30名（うち，「令和４年４月にぜひ入学したい」と回答した者は

6名，「令和4～9年を目安に入学したい」と回答した者は9名）おり，また，将来的に入

学を検討したいとする層や入学を希望するものの経済的理由で難しいとする層などが

一定数存在しており，本学としての支援体制充実等により進学を促す余地があると考え

ている。 

 

③学外からの入学者の実績 

本研究科の改組元である医学薬学教育部の学外からの入学者数については，平成28年

度から令和２年度の５年間の内訳は表２のとおりである。隔年でばらつきが生じるなど，

必ずしも受け入れ人数は一定ではないが，医科学専攻においては，学外出身者は5.2名（有

職者：2名，留学生：1.2名，専門学校・短⼤出身：1.4名を含む）【５年間平均】，看護学専

攻においては，学外出身者は3.8名（有職者：3.2名，専門学校・短⼤出身：2.2名を含む）

【５年間平均】，薬科学専攻においては，学外出身者は8.2名（留学生：7.8名を含む）【５

年間平均】となっている。 

 

表２ 医学薬学教育部における過去 5 年間の学外からの入学状況 

専攻名 種別 
平成 28 

年度 

平成 29 

年度 

平成 30 

年度 

令和元 

年度 

令和 2 

年度 
平均 

医科学 

専攻 

学外出身者 11 2 8 4 1 5.2 

うち有職者 4 0 4 2 0 2 

うち留学生 3 0 1 1 1 1.2 

うち専門学校・ 

短⼤出身 
2 1 3 1 0 1.4 

看護学 

専攻 

学外出身者 4 5 5 2 3 3.8 

うち有職者 3 5 5 2 1 3.2 

うち留学生 0 0 0 0 0 0 

うち専門学校・ 

短⼤出身 
3 1 2 2 3 2.2 

薬科学 

専攻 

学外出身者 14 8 9 10 0 8.2 

うち有職者 0 0 0 0 0 0 

うち留学生 14 8 9 8 0 7.8 

うち専門学校・ 

短⼤出身 0 0 0 0 0 0 
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④改組前の組織全体の入学者の実績 

本研究科の改組元である医学薬学教育部の入学者について，平成28年度から令和２年度

の５年間の内訳は表３のとおりである。医学薬学教育部全体においては，入学者数は66名

【5年間平均】となっており，予定する入学定員と同数を確保している状態にある。 

また，本研究科設置後の募集人員は，医学薬学教育部の入学者の実績からみても充足可能

な水準にて設定がなされている。 

先端医科学プログラム：６名  （医学薬学教育部 医科学専攻 ６名【5年間平均】） 

看護科学プログラム ：８名  （医学薬学教育部 看護学専攻 ８名【5年間平均】）  

基礎薬学プログラム ：44名  （医学薬学教育部 薬科学専攻 52名【5年間平均】） 

表３ 医学薬学教育部（修士課程，博士前期課程）の過去5年間の入学志願状況 

専攻名  平成 28

年度 

平成 29

年度 

平成 30

年度 

令和元

年度 

令和２

年度 

平均 

医科学

専攻 

志願者数 11 3 10 6 5 7 

受験者数 11 3 10 6 4 7 

合格者数 11 3 10 6 3 7 

入学者数 11 3 9 6 2 6 

入学定員 15 15 15 15 15 15 

入学定員充足率 0.73 0.20 0.60 0.40 0.13 0.41 

看護学

専攻 

志願者数 11 11 8 8 8 9 

受験者数 11 11 8 8 7 9 

合格者数 11 10 8 8 7 9 

入学者数 9 8 8 7 7 8 

入学定員 16 16 16 16 16 16 

入学定員充足率 0.56 0.50 0.50 0.44 0.44 0.49 

薬科学

専攻 

志願者数 71 51 60 69 55 61 

受験者数 71 48 56 69 54 60 

合格者数 61 44 52 62 50 54 

入学者数 59 43 50 59 47 52 

入学定員 35 35 35 35 35 35 

入学定員充足率 1.69 1.23 1.43 1.69 1.34 1.47 

合計 

学外出身者 29 15 22 16 4 17.2 

うち有職者 7 5 9 4 1 5.2 

うち留学生 17 8 10 9 1 9.0 

うち専門学校・ 

短⼤出身 5 2 5 3 3 3.6 

※「うち○○」は「専門学校卒で有職」のように複数で計上の場合有 
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医学薬

学教育

部全体 

志願者数 93 65 78 83 68 77 

受験者数 93 62 74 83 65 75 

合格者数 83 57 70 76 60 69 

入学者数 79 54 67 72 56 66 

入学定員 66 66 66 66 66 66 

入学定員充足率 1.20 0.82 1.02 1.09 0.85 1.00 

 

３）学生納付金設定の考え方 

「国立⼤学等の授業料その他の費用に関する省令」に基づき，本学が定める「富山⼤学に

おける授業料その他の費用に関する規則」（資料５）のとおり，入学料282,000円，授業料

年額535,800円を設定する。 

 

（２）学生確保に向けた具体的な取組状況 

  本研究科は，学生確保に向け，養成する人材像や当該人材を育成するための特徴的なカ

リキュラム等を紹介すべく，研究科としての公式ウェブサイトを開設するほか，パンフレ

ットを作成し，学内外に配布する。また，本学が⼤学院進学・入学説明会を，会場形式・

オンライン形式の両方で開催し，積極的に広報するとともに，本研究科の魅力を積極的に

アピールする。 

 

２ 人材需要の動向等社会の要請 

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

総合医薬学研究科は，医学，薬学及び看護学を総合した特色ある教育と研究を礎とし，

幅広い知識を基盤とする高い専門性と人間尊重の精神を基本とする豊かな創造力を培い，

学術研究の進歩や社会に積極的に貢献できる総合的な判断力を有する高度医療専門職業

人又は教育研究者としての人材を育成することを目的とする。 

 先端医科学プログラムは医科学の専門知識を習得して医科学研究を実践し，研究成果

の発表，研究論文の作成を行った経験を活かし，専門職医療人としてのスキルアップ，専

門職企業人として活躍，⼤学院博士課程へ進学する者を養成する。 

看護科学プログラムは看護学専門領域における研究や学際的な動向について多角的に

情報収集し，普遍性の高い看護実践・教育を導く看護理論の構築に寄与できる人材を育成

する。また看護の対象となる個人・家族・集団・コミュニティの尊厳を重視した全人的・

包括的な医療を理解し，学際的知見を総合的に取り入れ，国際的にも信頼・通用する確か

な看護実践能力と指導力を身に付ける。さらに保健医療福祉に携わる専門職としてのマ

ネジメント能力を体系的に修得した看護学の教育研究者，看護実践者・指導者・管理者を

養成する。 

基礎薬学プログラムは薬科学分野の幅広い知識や高い専門性とともに，病気を深く理

解し患者に寄り添うことのできる医学的素養を教授することで，人間尊重の精神を基本
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とする高い倫理観と，人々の健康と学術研究の進歩という，高度な社会的要請に応える創

造力，判断力を兼ね備えて薬科学関連領域で活躍する研究者・教育者・技術者・専門家を

養成する。 

 

（２）社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

１）医学及び薬学に関する国際的状況・動向 

 ①先端医科学プログラム 

医学教育の国際的状況・動向として，世界標準的な医学教育を実施するための臨床教育

を重視した国際認証制度が進められている。特に臨床医学分野ではエビデンスに基づい

た診断と治療が求められ，最新の医学情報を取得理解し，臨床現場で使用する必要がある。

また疫学等に基づく予防医学の重要性が明らかとなっており，さらに疾患に対する早期

診断と早期介入が治療効果を高めるために有効である。従って，これらの動向に対応して

先端的な医学知識を理解し，臨床現場で活かす人材育成が求められているとともに，エビ

デンスに基づく新たな診断治療法を開発し，トランスレーショナルリサーチを進める能

力を持つ人材を養成することが医科学研究に求められている。 

 

②看護科学プログラム 

日本を含めた先進国では人々の往来が活発化して，その国境という垣根がなくなりつ

つあり，これからの国際的なニーズとしては海外で医療貢献する看護師育成に加えて，在

留外国人あるいは訪日外国人への医療提供も必須であり，その人材を輩出していかなけ

ればならない。すなわち，海外での視点のみならず，足元の国際化が急速に進んでおり，

看護職は国内においても日常生活の中のグローバル共生社会における多様な場面に対応

する力が必要である。このような緊急事態には，学士レベルの看護師人材の集まりでは対

応できず，看護のリーダー的な役割を演ずるためには，より深い知識と技術をもつ看護人

材が必要であり，その育成が急務である。 

また，ICN（国際看護師協会）では，戦略計画（2019年～2023年）の中で，戦略的リー

ダーシップの目標として「市民，保健医療システム（保健・社会福祉など）及び看護師の

現在と将来のニーズを充足できるよう，看護専門職を発展させ戦略的リーダーシップを

発揮する。」ことを目指すなど，人材の高度化に力を入れている。ICNでは，高度実践看

護師について「専門的な知識ベース，複雑な意志決定能力，実践の拡⼤に対応出来る臨床

上の能力，実践の資格を与えた国や背景が示す特性を有する登録（正）看護師のことであ

る。働き始める時点で修士号を持つことが望まれる」と述べており，米国やオーストラリ

アなどでは高度実践看護師は修士レベルの教育を受け，条件付きながら検査，処置，診断，

薬剤の処方を自律的判断のもとに行うなど，活躍の場を広げている。 

グローバル社会における看護職の人数不足ということだけでなく，世界中で活躍して

いる高度実践看護師のような，質的な意味で指導的な看護師が必要であり，すなわち高度

な看護実践に加えて，異文化を理解し，指導的な立場で活躍できる看護人材育成が急務で
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ある。ここに⼤学院での看護教育の推進が社会的に求められている。 

 

 ③基礎薬学プログラム 

医薬品産業の発展は人類の健康を支えており，多くの疾患の治療法，治療満足度がこの

数十年で劇的に改善したが，医薬品開発の進展がそれに果たした役割は⼤きい（図１）。

2019年において世界の医薬品市場は１兆２千５百億ドルを超え，市場規模は年々拡⼤し

ているが，現在は従来の低分子医薬品に加え，抗体医薬品や核酸医薬品などのバイオ医薬

品の開発が進展し，加えて細胞医薬，再生治療など，モダリティの多様化が進んでいる。

また，未だ治療法が確立されていない疾病に対する医薬品開発のニーズも高まっている。

さらに，新型コロナウイルスの世界規模での蔓延は世界経済への打撃と社会不安をもた

らしており，世界の製薬業界は治療薬とワクチンの開発に注力している。 

このような国際的状況・動向に対応する上で，保健医療全般に渡る知識と柔軟な対応力

を有し，創薬科学に関する学識を基盤として，医薬品創出を目指した研究・開発を進める

能力を有する人材を養成することが薬科学研究に求められている。 

 
図１ 疾患の治療満足度に対する薬剤の貢献度（ヒューマンサイエンス振興財団 令

和２年度国内基盤技術調査報告書より） 

 

２）医学及び薬学に関するわが国における状況 

 ①先端医科学プログラム 

医学の国際的状況・動向に対応して国内でも医学教育の国際認証制度が進められてい
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る。また，エビデンスに基づいた診断と治療，予防医学，早期診断と早期介入の重要性は，

我が国でも重視され進められている。一方，医学科出身者は，国家試験合格後に初期およ

び後期の臨床研修や専門医の資格取得などに進むことが多く，特に地域医療を担う地方

⼤学では，医科学研究に取り組む余裕が，以前ほど無くなっている。したがって，医学科

出身者以外のコメディカルスタッフや医療関係学部以外の薬理工学部の出身者が，それ

まで学んだ学問体系を基盤として，新たに医科学研究に参入することが期待されている。 

 

 ②看護科学プログラム 

厚生労働省は，2025年推計において，看護職6～27万人が不足することを発表した（2019

年）。需要と供給のバランスを考慮して推計されているが，その後のCOVID-19によるパ

ンデミックで，その育成が急務であることが示された。 

さらに看護職を含めた医療職のニーズは，数だけではなく，質の向上が求められている。

地域医療を支える切り札として，2015年に厚生労働省は看護師の特定行為研修を設定し

たが，未だ目標の２％程度の達成度でしかない（2020年）。円滑に進まない理由として，

看護師個人の経済的，時間的負担あるいは病院側に機運がないことも指摘されている。ま

た，専門看護師（CNS）においては，複雑で解決困難な看護問題を持つ個人，家族及び集

団に対して水準の高い看護ケアを効率よく提供するための，特定の専門看護分野の知識・

技術を深めた専門看護師を社会に送り出すことにより，保健医療福祉の発展に貢献し併

せて看護学の向上をはかることを目的とし制度化されたが，2020年12月現在において，

全国で2,733人の登録があるものの，富山県においては19名と下位10県のレベルにあり，

特定研修者同様，その需要が高い医療過疎地域で進んでおらず，質の高い看護師を，富山

を中心とした首都圏以外においても積極的に輩出していくことが求められている。 

また，医師の指示の下，特定行為として認められている医行為に加えて新たな診療補助

も行うことができる診療看護師（NP:ナースプラクティショナー）の育成についても「新

たな医療の在り方を踏まえた医師・看護師等の働き方ビジョン検討会報告書（平成29年４

月６日）」にて検討を進めることとされているなど，より特定行為（医行為）の提供を推

進する動きにあるが，看護師が医師と対等な立場にて患者の医療ケアを提供していくた

めには，修士課程以上の教育課程において，理論，研究法，倫理などの教科目を通して，

看護哲学を学び，看護の視点で健康や病気にアプローチすることができ，医師とは違った

側面で役割を担うことのできる高度な人材を輩出していくことが求められている。 

 

 ③基礎薬学プログラム 

国内でも医薬品開発の領域は多岐に渡っており（図２），この分野の企業からは，病態，

薬効薬理，薬物動態から分子論的な相互作用までを含む幅広い知識と高い専門性を身に

着け，それらを応用して実践できる人材が求められている。加えて，医薬品に関連する法

令を十分に理解し遵守できる人材育成が必須であり，⼤学院でのきめ細やかな教育・研究

指導を通して，学生に高い倫理観を醸成させることが重要である。 

 学生の確保の見通し等  14



   
図２ 医薬品の薬効⼤分類別生産金額（上位１０位）（厚生労働省 令和元年薬事工業生

産動態統計年報より） 

 

３）医学及び薬学に関する社会的ニーズ 

 ①先端医科学プログラム，②看護科学プログラム，③基礎薬学プログラム 

企業・機関や医療機関等を対象に，本学の⼤学院改組構想に関する資料とそれに関する

質問を送付し，インターネットを通じて回答を得た。 

なお総合医薬学研究科に関係するものは「企業等を対象とした富山⼤学⼤学院修士課

程（主に理系⼤学院）に関するアンケート」と「医療機関等を対象とした富山⼤学⼤学院

修士課程（主に医療系⼤学院）に関するアンケート」の2種類がある。 

ここでは先端医科学プログラム，看護科学プログラム及び基礎薬学プログラムに係る

アンケート調査の結果について示す。 

  ⼤学院修士課程修了者に求める能力としては，企業対象アンケートでは，「自ら課題を

発見し，解決案を構築・検証する能力」「チームの一員として協働し積極的に目標の達成に

寄与する能力」などが，選択肢のうち「期待する」を選択した割合が多く見られた。一方医

療機関対象アンケートでは，ほぼ数的な差はないものの「医学・医療分野における高度な専

門知識と技術」「最先端の知を幅広く理解し，常にアップロードする能力」などが選ばれて

いる。 

 また総合医薬学研究科の改革構想について，企業対象アンケートでは医学系・薬学系を統

合し１専攻化による連携強化を目指す取り組みについては 69.4％が，改革構想については

72.2％が客観的に評価できると判断（「とても評価できる」「少し評価できる」を選択した者

の割合を示す）しており，本構想が⼤学院修士課程として魅力があると肯定的に受け止めら

れていることが伺える。医療機関対象アンケートにおいても，多職種連携や学際的な対応能

力を有する専門職医療人等の育成というコンセプトについて，100％の肯定的な評価を得て

いる。 

 さらに，総合医薬学研究科修了生の採用に関しては，企業対象アンケートでは 37.5％が，
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医療機関対象アンケートにおける看護科学プログラム修了者の採用に関しては 94％が，肯

定的な評価を得ている。なお，富山県内製薬企業を対象に実施したアンケートにおいては，

総合医薬学研究科及び医薬理工学環修了者の採用について，72.7％が採用に興味があると回

答している。 

 以上を踏まえ，総合医薬学研究科の改革構想及び修了後の採用について，企業・医療機関

双方から肯定的な評価を得られていると判断される。 

  

企業等を対象とした富山大学大学院修士課程（主に理系大学院）に関するアンケート結果

（抄） 

企業等における⼤学院修士課程（主に理系⼤学院）の⼤学院進学や修了者の採用に対する

考え方を把握することを目的に，アンケート調査を行い，73社（アンケート送付数428社 回

答率17.0％）から回答を得た（資料６）。 

 

問２．大学院修士課程修了者に求める能力 

（２）貴社・貴機関が理系又は文理融合系の⼤学院修士課程を修了した社員を採用する場合

に，どのような能力を期待しますか。各能力について該当する回答を選択してください。 

 

期
待
す
る 

や
や
期
待
す
る 

あ
ま
り
期
待
し
な
い 

期
待
し
な
い 

合
計 

対象分野における高度な専門知識と運用能力 37 29 6 0 72 

最先端の知を幅広く理解し，常にアップデートす

る能力 
34 35 3 0 72 

論理性や批判的思考（根拠に基づき多角的に考え

適切に分析する思考）に関する能力 
35 29 8 0 72 

自ら課題を発見し，解決案を構築・検証する能力 54 16 2 0 72 

自らの考えを的確に分かりやすく伝える能力 46 23 3 0 72 

高度な英語力と多文化(異文化)理解に基づくコミ

ュニケーション能力 
12 34 21 5 72 

チームの一員として協働し積極的に目標の達成に

寄与する能力 
49 22 1 0 72 

リーダーとしてチームをマネジメントする能力 31 34 7 0 72 

社会的・経済的・文化的価値を創出する能力 21 33 18 0 72 

データ処理，分析，活用能力 36 29 7 0 72 

研究者又は高度職業人にふさわしい倫理観 29 31 11 1 72 
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問３．本学大学院の改革構想 

(３）⼤学院総合医薬学研究科は医学系と薬学系を統合した総合医薬学１専攻としました。

特に⼤学附属病院を教育の場として今まで以上に活用し医学・薬学の連携を強化した

教育システム構築を特徴としていますがこの取り組みは評価できますか。該当するも

のを選択してください。 

評価 回答数 

とても評価できる 33 

少し評価できる 17 

どちらともいえない 14 

あまり評価できない 0 

まったく評価できない 0 

分からない 8 

合計 72 

 

（４）⼤学院総合医薬学研究科の改組構想は，客観的に判断して評価できますか。該当する

ものを選択してください。 

評価 回答数 

とても評価できる 33 

少し評価できる 19 

どちらともいえない 12 

あまり評価できない 0 

まったく評価できない 0 

分からない 8 

合計 72 

 

問４．社会人に対するリカレント教育 

（１）⼤学院修士課程レベルのリカレント教育として，⼤学にどのような内容を求めますか。

該当するものを選択してください。【複数選択可】 

リカレント教育として求める内容 回答数 

特定の分野について，最新の知識を学修する内容 43 

特定の分野について，深く追求し研究する内容 46 

幅広く仕事に活用できる技能（データ分析など）を習

得できる内容 
41 

地域や会社の問題解決など，実際の課題をテーマに，

⼤学教員の指導・助言を得ながら解決に取り組む内容 
28 

合計 158 

 学生の確保の見通し等  17



 

（２）リカレント教育の一環として，貴社・貴機関の社員等を⼤学院に入学させたいですか。

該当するものを選択してください。 

社員等のリカレント教育 回答数 

ぜひ入学させたい（費用は会社等負担） 3 

ぜひ入学させたい（費用は全部または一部を本人が負担） 2 

本人の希望があれば入学させてもよい（費用は会社等負担） 13 

本人の希望があれば入学させてもよい（費用は全部または一

部を本人が負担） 
41 

必要性を感じない 7 

わからない 1 

その他 5 

合計 72 

  

（３）貴社・貴機関にとって，社員等がリカレント教育目的で⼤学院に入学すること関して

何が障害と考えられますか。該当するものを選択してください。【複数選択可】 

リカレント教育の障害 回答数 

本人の業務との⼤学院での学修の時間的両立が困難 96 

業務現場において本人の上司や同僚の理解が得られない 16 

⼤学院の学修内容は，業務現場において即座に活用できない 13 

その他 4 

合計 129 

 

問５．大学院修士課程修了者の採用 

（２）⼤学院総合医薬学研究科が設置された場合，当該⼤学院の修了者の採用についてどう

お考えですか。該当するものを選択してください。 

採用に関する意向 回答数 

積極的に採用したい 13 

どちらかといえば採用したい 14 

採用したいとは思わない 15 

分からない 30 

合計 72 
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医療機関等を対象とした富山大学大学院修士課程（主に医療系大学院）に関するアンケート

結果（資料７，８，９） 

⼤学院修士課程（主に医療系⼤学院）への⼤学院進学や修了者の採用に対する考え方を把

握することを目的に，医療機関等に対しアンケート調査を行い，8 機関（アンケート送付数

32 機関 回答率 25.0％）から回答を得た（資料７）。 

 

問２．大学院修士課程修了者に求める能力 

（１）貴機関において医療系の⼤学院修士課程を修了者の採用実績はありますか。該当する

ものを選択してください。 

修士採用実績 回答数 

採用実績あり 6 

採用実績なし 2 

合計 8 

 

（２）貴機関が医療系の⼤学院修士課程を修了した職員を採用する場合に，どのような能力

を期待しますか。各能力について該当する回答を選択してください。修士を採用したこ

とがない場合は，仮に採用する場合としてお答えください。 
 

期
待
す
る 

や
や
期
待
す
る 

あ
ま
り
期
待
し
な
い 

期
待
し
な
い 

合
計 

医学・医療分野における高度な専門知識と技術 8 0 0 0 8 

最先端の知を幅広く理解し，常にアップデートす

る能力 
6 2 0 0 8 

専門職医療人（臨床検査技師，理学療法士など）や

高度専門職業人（専門看護師，特定行為のできる看

護師など）として必要な能力 

3 5 0 0 8 

論理性や批判的思考（根拠に基づき多角的に考え

適切に分析する思考）に関する能力 
4 3 1 0 8 

自ら課題を発見し，解決案を構築・検証する能力 4 3 1 0 8 

自らの考えを的確に分かりやすく伝える能力 4 3 1 0 8 

高度な英語力と多文化(異文化)理解に基づくコミ

ュニケーション能力 
3 4 1 0 8 

チームの一員として協働し積極的に目標の達成に

寄与する能力 
5 3 0 0 8 
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リーダーとしてチームをマネジメントする能力 5 3 0 0 8 

社会的・経済的・文化的価値を創出する能力 4 3 1 0 8 

データ処理，分析，活用能力 4 4 0 0 8 

研究者又は高度職業人にふさわしい倫理観 5 3 0 0 8 

 

問３．本学大学院の改革構想 

（１）⼤学院総合医薬学研究科では，高度に専門化した医療現場において活躍できる多職種

連携と相互理解，包括的かつ学際的な対応能力を持つ専門職医療人や高度専門職業人

を育成するという目的を掲げています。そのような人材を養成することは評価できま

すか。該当するものを選択してください。 

評価 回答数 

とても評価できる 7 

少し評価できる 1 

どちらともいえない 0 

あまり評価できない 0 

まったく評価できない 0 

分からない 0 

合計 8 

 

問４．社会人に対するリカレント教育 

（１）⼤学院修士課程レベルのリカレント教育として，⼤学にどのような内容を求めますか。

該当するものを選択してください。【複数選択可】 

リカレント教育として求める内容 回答数 

特定の分野について，最新の知識を学修する内容 6 

特定の分野について，深く追求し研究する内容 2 

幅広く仕事に活用できる技能（データ分析など）を習得できる

内容 
4 

地域や会社の問題解決など，実際の課題をテーマに，⼤学教員

の指導・助言を得ながら解決に取り組む内容 
3 

合計 15 
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（２）リカレント教育の一環として，貴機関の職員等を⼤学院に入学させたいですか。該当

するものを選択してください。 

社員のリカレント教育 回答数 

ぜひ入学させたい（費用は会社等負担） 0 

ぜひ入学させたい（費用は全部または一部を本人が負担） 0 

本人の希望があれば入学させてもよい（費用は会社等負担） 1 

本人の希望があれば入学させてもよい（費用は全部または一

部を本人が負担） 
7 

必要性を感じない 0 

わからない 0 

合計 8 

 

（３）貴機関にとって，職員等がリカレント教育目的で⼤学院に入学すること関して何が障

害と考えられますか。該当するものを選択してください。【複数選択可】 

リカレント教育の障害 回答数 

本人の業務との⼤学院での学修の時間的両立が困難 ７ 

業務現場において本人の上司や同僚の理解が得られない 2 

⼤学院の学修内容は，業務現場において即座に活用できない 1 

その他 1 

合計 11 
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②看護科学プログラム 

医療機関等における⼤学院総合医薬学研究科看護科学プログラムへの看護職者の⼤学院

進学や修了者の採用に対する考え方を把握することを目的に，・富山県内の公的病院の看護

部長宛て 24機関，・既存の看護学専攻における社会人進学者が勤務する医療・教育機関 4

機関に対しアンケート調査を行い，17機関（アンケート送付数28機関 回答率60.7％）から

回答を得た（資料８）。 

 

【調査結果(抄)】 

４．修士課程(研究者 or 専門看護師コース)修了者の採用希望についてお尋ねします。

次の中から当てはまるものを選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 回答数 割合 

積極的に採用したい 7 41％ 

できれば採用したい 9 53％ 

採用は考えていない 1 6％ 

7, 41%

9, 53%

1, 6%

積極的に採用したい

できれば採用したい

採用は考えていない
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③基礎薬学プログラム 

富山県内の製薬企業における薬学系⼤学院修了者の採用に対する考え方を把握すること

を目的に，アンケート調査を実施した。アンケート実施に際しては，業界の健全な発展と国

民の保健衛生の向上を目的とした富山県薬業界の中枢団体である，一般社団法人富山県薬

業連合会（会員：医薬品製造業者 62社，医薬品卸売業者・医薬品関連企業等 88社，組合，

団体 6団体）の協力を得て，会員企業のうち医薬品製造業者を対象とし，44社から回答を

得た（資料９）。 

 

【調査結果(抄)】 

⑤ 貴社は，⼤学院修了生の採用に興味がありますか。（あてはまる番号１つに○） 

 

回答 

【１】 14 

【２】 18 

【３】 8 

【４】 2 

【５】 2 

計 44 

 

 

 

 

「⼤変興味がある」「ある程度興味がある」を選択した場合は，どの課程に関心がありま

すか。（あてはまる番号すべてに○） 

 

回答 

【１】 28 

【２】 11 

【３】 13 

計 52 
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４）関係業界との連携体制 

 ①先端医科学プログラム 

先端医科学プログラムは，コメディカル関係者や薬学・理工学出身者に医科学の研究指

導を行い，医療専門職のスキルアップ，医薬看連携の構築，医科学研究開発者の育成を目

的としている。本学には⼤学附属病院があり，本プログラムに参加するとともに，関連教

育病院等との医薬看の連携体制が構築されている。また県内の医療系専門学校や医療機

関と，教育研究指導等で人材交流や連携体制が構築されている。さらに，地域医薬品産業

とも共同研究を通じた連携体制が構築できている。今後，今回の入学希望者アンケート調

査の対象となった県内医療系機関に継続的な情報提供を行い，連携体制の一層の強化に

努める。 

 

 ②看護科学プログラム 

学部看護教育のための実習を通じて，地域の関連教育病院をはじめ保健所などとは連

携が取れており，富山県看護協会を通じて全県下の医療施設との連携体制は構築されて

いる。⼤学院教育ではすでに地域病院などからのリカレント教育を中心に実施してきた。 

新たな⼤学院看護科学プログラムは１）看護研究者コース，２）専門看護師（CNS）コ

ース，３）ナースプラクティショナー(NP)コースの3つを整えることになる。看護研究者

コースを修了した学生は，看護のニーズに対する解決策の案出を経験した看護師として，

将来の看護教育者・研究者，保健所などの行政機関，あるいは基幹・地域病院で活躍する

ことを目標に社会に貢献する。専門看護師（CNS）コースを修了した学生は基幹病院で，

その領域の指導者として活躍することが期待される。またナースプラクティショナー

(NP)コースを修了した学生は，医療行為のできる看護師として，地域医療，急性期医療

の現場で活躍することが期待される。 

 

 ③基礎薬学プログラム 

本プログラムの基盤組織となる既設専攻の⼤学院医学薬学教育部薬科学専攻では，修

了生の多くが製薬企業の研究，開発，技術，MR職に就いており（図３），今後も本プログ

ラムから同職種への人材の輩出が期待できる。 

富山県は医薬品の生産金額が国内4位（2019年薬事工業生産動態統計年報）にあり，薬

都として知られているが，県の薬業界と本学との結びつきは長い実績がある。実際，一般

社団法人富山県薬業連合会に加盟する製薬関連企業のアンケート（前ページ参照）におい

ても，基礎薬学プログラムの博士前期課程，後期課程に対する関心が高く，⼤学院生の採

用についても多くの前向きな回答が得られている。 

2000年に設立されたフォーラム富山「創薬」では，研究会の開催がすでに50回を超え，

産学官の研究の情報交換や交流の促進を進めている。2018年６月には，医薬品産業の振

興とそれを担う専門人材の育成・確保を図るために，産学官連携により，「くすりのシリ

コンバレーＴＯＹＡＭＡ」創造コンソーシアムが設置され，内閣府の地域⼤学・地域産業
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創生地方創生事業に採択された。これらの事業を通じ，富山県や富山県薬業連合会などと

の連携が，より一層強化されている。 

 
図３ ⼤学院医学薬学教育部薬科学専攻修了生就職先分野（本学作成） 
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資料1
⼈社芸術総合研究科            → ⼈⽂社会芸術総合研究科 
持続可能社会連係課程群          → 持続可能社会創成学環 
⽂理融合型データサイエンス研究科連係課程 → 社会データサイエンスプログラム 
グローバルSDGs研究科連係課程       → グローバルSDGsプログラム 

医薬理⼯連係課程群 → 医薬理⼯学環 
創薬・製剤⼯学研究科連係課程 → 創薬・製剤⼯学プログラム 
応⽤和漢医薬学研究科連係課程 → 応⽤和漢医薬学プログラム 
認知・情動脳科学研究科連係課程 → 認知・情動脳科学プログラム 
メディカルデザイン研究科連係課程→ メディカルデザインプログラム 
 

※本アンケートの実施時点から，研究科等の名称を変更している。アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係は以
下のとおり。 
◆アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係 
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CNS , NP
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CNS/NP
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Lovers
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2022(R4)

30
35

2024(R6)
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資料６
⼈社芸術総合研究科            → ⼈⽂社会芸術総合研究科 
持続可能社会連係課程群          → 持続可能社会創成学環 
⽂理融合型データサイエンス研究科連係課程 → 社会データサイエンスプログラム 
グローバルSDGs研究科連係課程       → グローバルSDGsプログラム 

医薬理⼯連係課程群 → 医薬理⼯学環 
創薬・製剤⼯学研究科連係課程 → 創薬・製剤⼯学プログラム 
応⽤和漢医薬学研究科連係課程 → 応⽤和漢医薬学プログラム 
認知・情動脳科学研究科連係課程 → 認知・情動脳科学プログラム 
メディカルデザイン研究科連係課程→ メディカルデザインプログラム 
 

※本アンケートの実施時点から，研究科等の名称を変更している。アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係は以
下のとおり。 
◆アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係 
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資料７

⼈社芸術総合研究科            → ⼈⽂社会芸術総合研究科 
持続可能社会連係課程群          → 持続可能社会創成学環 
⽂理融合型データサイエンス研究科連係課程 → 社会データサイエンスプログラム 
グローバルSDGs研究科連係課程       → グローバルSDGsプログラム 

医薬理⼯連係課程群 → 医薬理⼯学環 
創薬・製剤⼯学研究科連係課程 → 創薬・製剤⼯学プログラム 
応⽤和漢医薬学研究科連係課程 → 応⽤和漢医薬学プログラム 
認知・情動脳科学研究科連係課程 → 認知・情動脳科学プログラム 
メディカルデザイン研究科連係課程→ メディカルデザインプログラム 
 

※本アンケートの実施時点から，研究科等の名称を変更している。アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係は以
下のとおり。 
◆アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係 
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以下，製薬関連企業宛アンケート様式
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